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北大水産業報
32(1)， 10-21. 1981. 

カンキョウカジカ Cottushangiongensisの生活史と分布

後藤 晃*

Life History and Distibution of a River Sculpin， 
Cottus hangiongensis 

Akira GOTO* 

Abstract 

From 1972 to 1979， the spawning h品，bits，ecological di叫ribution，food habits 
and life history of晶 riversculpin， Oott，制 ha叫gionge叫sis，were studied匝 therivers 
of southern Hokkaido， Japan. In addition， the geogr晶phiω1distribution ofもhis
species w制叫自ostudied during the cour自eof this work. 
In the rivers of southern Hokkaido， O. ha句gionge処sisspawn日frommiddle April 
to middle M乱，y. M乱nyegg cluster自 depositedunder stone自wereobserved mainly 
凪 E晶Y乱se・rapidsand shaIlow riftles very near to the banks of the lower reωhes 
of晶river. The number of eggs per female ranged from品，bou七400ω1700，晶ndthe 
diameter of the fuIly ripe eggs v町 iedfrom l.9 to 2.2 mm. Eggs hatched out from 
30 to 32 d晶，ysafter fe凶ilizationin the running water with the temper抗urerang-
ing from 6.0 to 1l.OoC. Afiぬrhatching， the 1品rv加 wereimmedi乱，telyc品町iedby 
the currents into the se乱，乱ndseemed to自pendthe swimming life in the sea for 
乱bout4 weeks. Then， the juvenilesω凹 ndedup the river in schools fromもhe関晶
晶ndcarried on the benthic life in the stre品，mm乱rginsand shaIlow ri値esthrough-
out the lower reachωof a river after dispersion and movement to the upper parts 
of色hereaches. The main habit抗sof the juveniles were observed in H可 ase-
rapids阻 dshaIlow ri但ω，and they fed m晶inlyon the larv品eof bottom insects 
阻 dpartly on smaIl fish. 
During the course of the present 叫udy，O. ha叫g必nge格siswas coIlected from 
18 rivers along the Japan Sea slope， 12 rivers facing the Strait of Tsug品，ru，4 rivers 
乱longもhePac温cslope， 2 rivers fac血gもheStr晶i七ofNemuro and 3 rivers乱long
the Okhotsk S師自lopeof Hokkaido. These records m乱ysuggest七hatthe range 
of g伺 'gr晶，phicdiBtrib凶ionof O. h側 gion伊 ωisis eBsenもiaIlyre的riωedto七he晶re晶
乱longthe J昭島nSe品目lopeand facing the StraiもofTBUg島町， forぬecoIlec伯on自of
this species in the other are倒 werequite rare and discontinuous. 
On the b剖 isof the resul旬 statedabove， some consideration自weremade on 

the phylogenetic relationships and interspecific relationshiI胞 betweenO. ha吋 io砕
gensis乱ndthe sm乱I1-e田句1peof O. nozawae which is disもributedcontiguous 
aIlopatricaIly with O. h側 gio吋e削 isand has the amphidromous life history 
which is the same品目 白atof O.加吋io旬開sis.

*北海道大学水産学部発生学・遺伝学講座
(Laboratory 01 Embryology and Genet的 ，Faculty 01 Fisheries， Hokkaido Uni加 rsity)
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後藤: ヵγキaウカジカの生活史と分布

緒 言

カンキョウカヲカ Cottushangiongensisは， Mori1)によって朝鮮豆満江から初めて記載されたカ

ジカ亜科(Cottinae)の淡水魚である。その後， 佐藤・小林2)，Sato and Kobayashi8)及び小林・尾

身4)は本種が日本の北海道南部の茂辺地川，大当別川，戸切地)11， 石狩湾に注ぐ厚田川及ぴ本州青森

県の老部川にも分布する乙とを明らかにした。しかしながら， 乙れまで本種の形態や生態1<::関する知

見は乏しく，上記の報告を除くと，佐藤・小林引による産卵習性，渡辺倒による外部・内部形態の一

般記載，尾身7)による生長Ir.伴なう前鯛蓋骨の形態変化及ぴAbe8)による染色体Ir.関する報告がある

にすぎない。最近，後藤"は，北海道の大当別川に棲息する本種の個体群を調査し，下流域にある本

種の産卵域を離れ，上流域1<::，ほとんど全て雄魚から構成され周年生殖腺の発達をみない成魚個体群

が存在する乙とを報告したが，その原因については明らかにされなかった。

著者は，北海道南部の河川に同所的に分布するカンキョウカラカとハナカヲカ (Oottus叫ozaωae)の

系統発生的関係並ぴに種間の生態学的関係を明らかにする目的で， 両種の個体発生過程を通した形

態・生態学的研究及ぴ地理的分布調査を行ってきた。そして， ζれまでハナカヲカについては，いく

つか報告した10-14)。そ乙で，今回は，カンキョウカヲカの産卵習性，仔・稚魚の生活史，食性及び分

布について行った 1972年以降の観察・調査の結果を報告する。

本文に入るに先立ち，本研究の過程で終始指導と助言を頂いた北海道大学水産学部漬田啓吉教授，

並びIr.種々有益な御教示を頂いた，同大学水産学部山崎文雄博士及び小野坦博士に心より感謝を表す

る。また，愛媛大学理学部水野信彦博士には，本チHで事採集されたカンキョウカヲカの採集地点名をお
教え頂き，加えて標本の一部を分譲して頂いた。ここに記して厚く感謝する。

材料及び方法

1972年から 1977年までの問，北海道南部の戸切地川， 流渓川!及び大当別川を中心Ir.カンキョウカ

ジカの産卵習性3 仔・稚魚の生活過程，成魚の分布と食性を調査した。各調査河川の概要は既に報告

lノTこ通りである 15)。卵怪の計測は，体内熟卵及ぴ産着卵(未発眼卵)について行ない， 1個体または
1卵塊当り 10粒の卵をとり出し，卵殻の長径をミクロメータ{で計測した。河川内における成魚の

分布及び食性調査のためには，三角網を用いて周年上記の河川|で成魚の採集を行った。また， J酵出後
の仔魚の生活過程の調査のためには，主に小さな手網を用い，仔・稚魚の採集・観察を行った。なお，

流下仔魚の採集には，口径 33cmのブランクトン・ネットを用いた。採集した成魚及び仔・稚魚は，

1096ホルマリン液で固定され， 観察・計測に供された。胃内容物の分析には Hyn田 16)Ir.従って，簡

便な個体数法を用い，原則として餌品目は科までの同定17)を行った。

本種の地理的分布については， 1977年9月までに上記の河川の他，北海道内の各河川で行った採集

調査を基に，既往のいくつかの採集記録も付加して記述した。

結 果

産卵習性: 戸切地川，流渓)J/.大当別)JIなどの北海道南部の河川におけるカンキョウカ少カの産卵

期は新しい産着卵塊の出現状況から判断して， 4月中旬から 5月中旬にかけての約1ヶ月間である。

各河川内における産卵域は，河口近くからその約3km上流地点までのBb-Bc移行型または Bb型の

河川形態を示す下流域に限られる(図1)。産卵床は，流れの比較的速い早瀬または浅瀬に多い。そ乙

は水深が1O......40cmの範囲であり，砂穣底Ir.長径 20......40cmの浮石が多数散在する。産出された卵塊

は，多くの場合3 径 25......40cmの浮石の下面に付着している。しかし，付着の程度はハナカヲカの場

合"に比べて弱く，石を動かすと9醜は容易に石面から剥離し，流下する。産着9醜の多くは，不規
則な円盤形をなし，その大きさは長径 4......1Ocmと多様である。そして，大きとE卵塊では，ハナカヲカ
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T晶ble1. D仰叫eter01 句gs仇 O.加吋ωngensis.

Locality |DMe l(22・) I 
Mature egg自 R. Daiもobetsu Apr. 11， 70.3 
m ovary 1974 69.6 

69.1 
66.2 

75.2 
1974 63.4 

R. Ryukei Apr. 12， 92.4 
1974 86.0 

85.3 
74.4 
57.5 

R. Hekiriji A19p7r4 .17， 97.0 
93.6 
63.6 
56.0 

Eggs depo・ R. Daitobetsu Apr.24， 
sited 1974 

R. Ryukei Apr.30， 
1974 

R. Hekiriji Apr. 17， 
1974 

* Figur倒 mp乱renth明日sindicate the mode. 

Diame旬rof 
eggs (mm) 

2.0-2.1(2.0)* 
2.0-2. 1 (2. 0) 
1. 9-2. 0 (1. 9) 
1. 9-2. 1 (2. 0) 

2.1-2.2(2.2) 
2.0-2. 1 (2. 1) 

2.0-2. 1 (2. 0) 
2.0-2.1 (2. 0) 
1. 9-2. 0 (1. 9) 
2.0-2.1(2.1) 
1. 8-1. 9 (1. 8) 

2.1-2.2(2.2) 
2.0-2.2(2.1) 
2.0-2.1 (2. 0) 
1. 9-2. 0 (2. 0) 

2.0-2. 2 (2. 1) 
2. 2-2.4 (2. 3) 
2.3-2.4 (2. 4) 

2.0-2. 2 (2. 1) 
2.2-2.3 (2. 3) 
2.2-2.4 (2. 3) 

2.2-2.4(2.3) 
2.2-2.4 (2.3) 
2. 3-2. 4 (2. 4) 

で報告引されたのと同様11:.，数尾の雌魚によって産卵されたととを示す，約800粒毎の発生段階の異

なる幾つかの小卵塊がその中で区別された。多くの場合，各々の産卵巣には前頭部が黒色化した雄成

魚が1尾入っているのが観察された。

卵は球形で，淡黄色または黄色である。卵径は体内熟卵では 1.9-2. 2mm，産着卵では 2.0-2. 4mm 

の範囲で変異を示した(表1)。雌1個体当りの体内熟卵数は432-1678粒の聞で変異し，卵数は雌魚

の体長の増大IL.伴なって増加した。その関係は一次式で回帰きれ， E=34.0L-1673 (E:卵数， L:標

準体長mm)と表わきれた(図2)。なお，本種の産卵個体群tとは，佐藤・小林叫が指摘したように

雌雄聞で体長差が認められ，一般に雄魚は雌魚に比べて大きかった。これは，雌では体長約50mm以

上(多くは2才以上)で性成熟し産卵に加わるのに対し，雄では，雌より 1年遅れて性成熟し，体長

約 70mm以上(多くは3才以上)で産卵に加わるためである。

仔・稚魚の生活史: カンキョウカヲカの受精卵は，自然河川I(水温6.00 -11. OOC)において， 30 

-32日間で癖出する(図3)0 5月中旬~下旬に勝出した仔魚は浮上し，直ちに産卵床を離れ，川の表

層を流下し海に入る。乙の頃，各河川の河口部では，プランクトン・ネットにより流下する仔魚が多

数採集された。流下仔魚の体長は 7.8-8.2mmであり，解出直後の仔魚の体長 (7.8-8.2mm)と変

わらない。室内水槽で海水飼育を行ったカンキョウカラカの仔魚は，表層を活発に瀞泳し，癖出後

2-3日目IL.餌料として与えたシオミズツポワムシ (Brachionus plicatilis) を積極的に捕食す
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るのが観察された。従って， 海iζ入った仔

魚は， 以後河川に棚上するまでの期間， 海

でl瀞泳生活を送ると推測される。流下か
ら約4週間後 (6月中~下旬)にカンキョウ

カジカは稚魚的体形(体長 11.8-15.2mm) 

となり， 海から中・底層を瀞泳しながら多

数群れをなして河口に湖上する(図4)。湖

上稚魚は河口両岸の浅瀬で中・底層を瀞泳

し， 1-2週間以内Ir.川床につき始め，以後

そζで底棲生活Ir.入る。稚魚は行動が活発

となり，川床を直線的に瀞泳し，流下してく

る，あるいは底に付着している餌生物を積

極的に捕食する。この頃の稚魚の餌生物は，

河川内では主にケン~ :;ンコ (Cyclopiゐe)

やユスリカ科幼虫 (Tendipedidae)の lmm

位の小形動物であるが， 胃中には多くの場

合，海で捕食されたと恩われるアミ類(My-

sidao回)が残存していた(図5)。

河口;域の岸辺に棲息していた稚魚は， 7月

上旬頃下流域の上部へ分散・移動する。そ

して， 7月中旬以降は，下流域の主に早瀬や

浅瀬で，底質が砂や砂磯からとZり中・小形

の磯石が散在する場所!L:棲息する。この頃，

稚魚は幼魚IL:生育し(体長17.4-22.1mm)，

磯石の下に潜み生活する。幼魚は， 7月下旬

から 9月にかけて， 2-4mmと少し大形の

底棲性の水生昆虫の幼虫を活発に捕食する。

7月28日(体長 17.4-22.1mm)， 8月29

日(体長 23.4-29.1 mm)及び 9月27日

(体長24.2-33.6mm) Ir.採集した標本の胃

は充満状態を示し， その内容物はほとんど

ユリスカ科幼虫で占められ， 他Ir.ガガンポ

科幼虫 (Tipulidael， ヒラタカゲロウ科幼虫

(Ecdyonuridael及びトピイロカゲロウ科幼

虫(Leptophlebiidae) がわずかに出現した

(図5)010月22日の標本(体長24.5-34.2

mm)では，胃はやや萎縮した状態にあり，

摂餌が不活発になり始めている ζとが示唆

された。胃内容物の9896がユスリカ幼虫で，

他はトピイロカゲロウ科幼虫， ガガンポ科

幼虫及びケンミランコであった。冬季， 12 

月28日の標本(体長24.4-35.6mm)では，

胃は著しく萎縮した状態を示し， 胃内の餌

カンキョウカジカの生活史と分布後藤:

0Okm  

Fig. 1. Sp晶wning晶reaofC.初旬め吋官制isin 
もhr舵 riversdraining into H晶kod品，te
B乱y. Black晶，rrows(←) indiωte the 
lower limit of spawning area and white 
ones (←) show the upper limiι 
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生物は極めて少量であった。 との時期の胃内容物は，以前f<::.比べてユスリカ科幼虫の割合が減少し

(4896)，代ってガガンポ科幼虫の割合 (2896)が比較的高くなった。他には， ナガレトピケラ科幼虫

(Phyacophilidae) ，トピイロカゲロウ科幼虫及ぴヒラタカゲロウ科幼虫が出現し，餌生物の種類数は幾

分増加する ζ とが示された。また， ζれらの餌生物のサイズは 3~5mm K達するものが多く，幼魚は

生長f<::'伴なってより大形の餌生物を捕食する乙とが示された。

成魚の棲息場所と食性: 河川内におけるカンキョウカヲカの成魚の分布は，戸切地川と流渓川では，

周年河口近くから，その約 3km上流地点までの下流域に限られた(図6)。しかし，大当別川では，

本種は河口近くから約 15km上流地点まで棲息し，特異的な分布状態を示した。乙のことについては，

既に，後藤8】が詳しく報告しており，上流域に棲息する個体群は産卵に関与しない特異な成魚群であ

ると指摘されている。本穫のこのような上流域における分布は，大当別川を除くと，北海道では乙れ

までにオホーツク海に注ぐオッチャラベツ川でのみ観察されているにすぎない。オッチャラベツJIIの

上流に棲息する個体群の生物学的属性が大当別川の場合と同様であるか否かは現在のと ζろ不明であ

るが，少なくとも，本種の中・上流域での分布は何らかの原因で生じた特異な分布状態であると考え

られる。従って，一般に本種の河川内における分布範囲は，下流域IL限られるとみなせよう。

河川分布域内において，本種の成魚は瀬，特tと早瀬f<::'多く棲息する。棲息場所の底質は，砂または

砂礁から成り，径1O~30cm の様石が浮石状f<::'散在する。成魚は，昼間石の下や問に潜み，活発に摂

餌する。成魚の餌生物は，主IL双麹目，毛麹目，蜂勝目などの底棲性の水生昆虫の幼虫及び一部魚類

幼魚から成る。 1972年に大当別川の下流域で採集された本種の成魚の胃内容物組成をみると，産卵後

の5月下旬には，主にユスリカ科幼虫 (7596)とブユ科幼虫 Simuliidae(6.196)からなる双麹目幼虫が

高い割合 (8396)で捕食され，他1<::.好勝目幼虫(コカゲロウ科 Baetidae，マダラカゲロウ科 Ephemer-

ellidae)及び毛麹目幼虫(エグリトピケラ科 Limnophilidae，シマトピケラ科 Hydropsychidae)が若干

捕食されていた(図7)。夏季8月には， 5月1<::'比べて双麹目幼虫は半減し (4196)，代ってコカゲロウ

科幼虫 (27.196)及ぴケトピケラ科幼虫Seri∞stomatidae(15.396). エグリトピケラ科幼虫 (8.596)が
比較的多く捕食されていた。冬季12月には，再びユスリカ科幼虫 (6396)及ぴガガンポ科幼虫 (1296)

からなる双麹目幼虫が高い割合 (7596)で捕食され，他tζ毛麹目ナガレトピケラ科幼虫Rhyal∞，philidae，
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Fig. 7. Percen伽，gecompωition of stomωh contents organisms， in different 切xaby 
individuals， inもheadults of o. hang伽伊耐i8collecもedfrom D品iもobetsuRiver in 1972. 

6Dk. 
」目白.............J

Fig. 8. Geogr品phicdistribution of O. k側 gionge糊 i8in Hokkaido Island of J，乱P岨・・，
records added in this paper; 0， records by Sato晶ndKobayωhi (1951， '54). 1. 
River Ohsawa， 2. R. Ak品gami，3. R. Am晶nokawa，4. R. Ass乱bu，5. R. Himek晶，wa，6. 
R. Ainum品nai，7. R. Ken-ichi， 8. R. Tom晶ri，9. R. Oh-hira， 10. R. Shubuto， 11. R. 
Horobetsu， 12. R. S乱k品zuki，13. R. Furuh， 14. R. Bik田li，15. R. Okimura， 16. R. 
Yoichi， 17. R. Atsuta， 18. R. Gunbet自民 19. R. Fukushima， 20. R. Shiriuchi， 21. R. 
Kikonai， 22. R. Daitobetsu， 23. R. Tobetsu， 24. R. Moheji， 25. R. R戸lkei，26. R. 
Hekiriji， 27. R. Ohno， 28. R. Kunebetsu， 29. R. M拘 ukura，30. R. Shiodomari， 
31. R. Otoshibe， 32. R. Rukotsu， 33. R. Kwトnui，34. R. Monbe加 1，35. R. Chu-rui， 
36. R. Kotanuka， 37. R. Rusha， 38. R. On-nebe旬u，39. R. Occhar晶be旬u.
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L-ー----.JOkm

Fig. 9. Geographic distribution of C. ha叫gio叫g-
ensI8 in Main Island of Japan.e， records 
added in this p乱，per; 0， record by 
Kobayωhi and Omi (1964); 0， record 
by Tomod品 (1968). 1. River M錦町 2.R. 
Tsu・umeg品wa，3. R. Ak晶ishi，4. R. Na-
kamura， 5. R. Utetsu， 6. R. M副 uk乱，wa，
7. R. Yomonai， 8. R. S品inok乱mik乱，wa，9. 
R. His乱kurisaka，10. R. Shimizug晶，wa，
11. R. Horis晶shi，12. R. Miok乱wa，13. 
R. Ohsai， 14. R. Zaimoku， 15. R. 
Okoppe， 16. R. Ikokuma， 17. R. Oh-hata， 
18. R. Ko・oibe，19. R. Oibe， 20. R. 
Omoto， 21. R. Tarou， 22. R. Tsugaru-
ishik晶，wa，23. R. Kesen. 

クダトピケラ科幼虫 Psychomyiid臨時勝目コカゲロウ科，積麹目アミメカワゲラ科幼虫 Perlodidae

及ぴスナヤツメ幼虫 Entosphenusreissneriが少数捕食されていた。

地理的分布: 北海道におけるカンキョウカジカの採集地点に既往の採集記録を付加して図に示し

た(図8)。本種は， 日本海側では 18河川(大沢川，赤神川，天ノ川， 厚沢部川，姫川，相沼内川，

見市川白川，大平川，朱太川，幌別川，盃川，古宇川，美国川，沖村)11，余市川，厚田川，群別)11)， 

津軽海峡側では 12河川1(福島川，知内川，木古内川， 大当別川， 当別川， 茂辺地川，流渓川，戸切

地)11，大野川，久根別川，松倉川，汐i白川)で採集された。また，太平洋側では，噴火湾に注ぐ 4河

)11 (落部)11，)レコツ)11，国鋒川，紋別)11)でのみ採集された。一方，根室海峡側では 2河川(忠類川，

古多糠)11);またオホーツク海側では 3河川(オッチャラペツ川，オンネベツ)11，)レシャ)11)で採集さ

れたにすぎない。乙れらの結果は，本種の北海道における分布K関して， 留萌以南の日本海側及ぴ津

軽海峡側の地域では本種は連続的K分布するのに対し，太平洋側，根室海峡仮IJ及ぴオホーツク海側の

地域では分布が不連続であるととを示している。 さらに，室蘭以東の太平洋側に本種の分布がまった

く認められない点が注目される。

本州、|におけるカンキョウカヲカの分布については， とれまで小林・尾身4)による青森県老部川及び

友田聞による岩手県小本川での採集記録があるにすぎない。その後，水野(私信)は， 1973年に東北

地方の河川魚類相調査を行い，本種が秋田県の 1河川(真瀬JII)，青森県の18河川(津梅川，赤石川，

中村川，宇鉄川，増)11川，与茂内川，才の神川，久栗坂川，清水川，堀差川， 三保)11，大佐伊川，材

木川，奥戸)11，易国間川，大畑)11，小老部川，老部)11)及び岩手県の3河川1(国老川，津軽石川，気

仙川)K棲息しているととを確認した(図9)。従って，本種は東北地方北部の河川にも広く分布し

ているとみなされ，北では連続的な，南ではやや不連続な分布状態にあると考え色れる。

なお，本種は大陸にも分布する乙とが知られている1，19】。しかし， ζれまでに報告された採集地点

は，著者の知る限りでは朝鮮の豆満江1) と蔚珍近くの1河川(河川名は不明)19)であり，その詳細な分

布状態については明らかでない。
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考 察

カジカ属魚類の一種カンキョウカジカ Cottushangiongensisの日本における分布については，乙

れまで報告に乏しく，わずかに北海道の数河川，青森県の1河川，岩手県の1河川での採集記録2-4，18)

があるにすぎなかった。しかし，今回の調査結果から，本種は北海道では日本海側3 津軽海峡側の河

川1ft連続的に分布し，室蘭以西の太平洋側，オホーツク海側及び根室海峡側の地域にも不連続的It分

布する乙とが明らかになった。また，本州|における分布については，現在のと ζろまだ充分に調査さ

れているとは言えず，全体を把握しきれていないかもしれないという危慎もあるが，少なくとも東北

地方の北部地域にはかなり広く分布している乙とは間違いない。さらに，本種は大陸(朝鮮北部)に

も分布する乙とが知られている1，19)。乙れらのζとは，カンキョウカジカが日本海北部周縁It分布の中

心をもっ種である ζとを示唆する。またカンキョウカジカは癖出後の生活過程が示すように，両側回

遊型の生活史を有する。従って，その分布域形成には，純淡水魚と異なり，海流の影響を充分に考慮

It入れる必要があろう。カンキョウカジカの場合，上It述べた分布バターンは対馬海流の海流路とよ

く一致する。本種がど乙で起源したかは今のと乙ろ定かではないが，少なくともその分布域形成には

対馬海流が強く影響を与えたことは確かであり， 日本では南から北に向って分布域が拡大されたもの

と推測される。

と乙ろで，北海道It分布するカジカ属魚類には，カンキョウカジカの他Kハナカジカ C.nozawae 

がある。最近， ζのハナカpカには生態的・形態的に異なる 2型(小卵型と大卵型)が存在し，小卵

型は両側回遊型の生活史をもち，北海道の津軽海峡側，太平洋側の河川及ぴオホーツク海側の一部の

河川に分布し，一方，大卵型は河川型の生活史をもち，北海道全域及び本州の東北地方の一部の河川

に分布する ζとが明らかにされた10，11，14)。そこで，興味ある問題は，同じ両側回遊型の生活史をもっ

カンキョウカヲカとハナカヲカ小卵型の系統発生的関係及ぴ種聞の生態的関係である。両種は，上に

述べた分布範囲から明らかなように，その地理的分布関係は接触異所的(∞ntiguousallopatric) であ

るとみなせる。つまり，カンキョウカジカは日本海北部周縁K分布の中心をもち，一方，ハナカヲカ

小卵型は北海道の太平洋側に分布の中心をもち，そして，主に北海道の津軽海峡に面する地域と室蘭

以西の太平洋側の地域で両種は共存している。乙のような分布の状態は，両種が異所的iと起源し，分

布域形成の過程で二次的K共存域が形成されたのであろう乙とを示唆する。さらに，両種の系統発生

的関係を推7JlIJする上で，カンキョウカヲカの初期発生iとみられる幾つかの特徴をハナカヲカ 2型と比

較する乙とは有効であろう。その一つは， 受精から鮮出するまでに要する時間であるσ水温 6.00_

11.00Cの下で，カンキョウカジカは 30-32日で帰化した。 乙の日数は， ハナカジカ小卵型 (22-23

日)及ぴハナカヲカ大卵型 (25-26日)聞に比べて著しく長い。一般に魚類の近縁種間では大きいサ

イズの卵をもっ種ほど癖化に要する日数が長くなる傾向が認められている川上記3種の場合， !1階
が最も大きい種はハナカジカ大卵型 (2.8-3.4mm)であり，最も小さい種はハナカヲカ小卵型 (1.9

-2.2mm)である10】。そしてs カンキョウカジカは， ハナカクカ小卵型より少し大型の卵径 (2.0-

2.4mm)であった。従って，ハナカヲカ 2型聞では，卵サイズと1際化日数の関係は上述した一般傾向
に合致するが，カンキョウカヲカの1際化日数はハナカジカ大卵型よりも長く，特異的であると考えら
れる。 また， ，際化仔魚のサイズと形態を比較すると， カンキョウカジカの帰化直後の仔魚の全長は

7.8-8.2mmであり，乙の値はハナカラカ 2型のいずれの帰化直後の仔魚(小卵型 6.4-7.2mm，

大卵型 7.6-7.8mm) 10)よりも大きい。しかし， それらの形態形成の状態をみると， カンキョウカ

ジカとハナカジカ小卵型は同じ段階にあり，一方，ハナカヲカ大卵型は一段と進んだ発達段階にある

(後藤，未発表)。後藤山は，ハナカクカ 2型の関係について，大卵型は小卵型が帰化する発生段階以

降も卵内で発生を続け，より大形で発生段階の進んだ状態となって勝化するように匪発生変異を起し

たものである乙とを指摘した。従って，ハナカジカ 2型聞の場合では，体サイズと発育の関係は両型

聞で基屯!と変化が認められない。一方，カンキョウカジカの癖化時の仔魚の体サイズと発育の関係は，
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上述したようにハナカジカ 2型とは明らかに異なっており s 特異的である。 ζのような個体発生初期

lとみられる幾つかの特徴及ぴ既に述べた地理的分布関係から，カンキョウカジカはハナカラカ小卵型

とは異所的K起源し， 系 発生的には両種は直接的な祖先一子孫関係にないであろうことが示唆され

る。今後，より詳細に両種ゐ個体発生を発育段階毎K比較することにより，その系統発生上の関係に

検討を加えたい。

いま一つ，カンキョウカジカとハナカジカ小卵型の種間関係にも興味ある問題が含まれている。そ

れは，上述したように異所的起源と考えられるが，両種は生活形が共11:両側回遊タイプであるために，

共存域で厳しい種間の競争関係にあるかもしれないという問題である。今回の調査によって，共存域

K棲息するカンキョウカジカは下流域の早瀬や岸寄りの浅瀬で多く産卵することが確かめられた。乙

れまで，本種の産卵場所に関しては，佐藤・小林6)が北海道南部にある戸切地川での調査に基づき，

その産卵床は岸寄りの比較的流れのゆるやかと工場所K多いと記述している。 乙のように，彼らの報告

では，早瀬にある産卵床が記述されていなし、。多分，これは，調査が不充分であったために，岸寄り

の産卵床だけを観察した結果であるのかもしれない。後藤10)は，共存域の河川で，ハナカジカ小卵型

が主に下流域の平瀬で産卵する乙とを報告している。両種の産卵期聞は，北海道では， カンキョウカ

ジカが 4 月中旬~5 月中旬，ハナカッカ小卵型が 4 月下旬~5 月上旬であり， カンキョウカヲカの産

卵期聞はハナカヲカ小卵型より幾分長いけれども，期間そのものは広くオーパーラップしている。従

って，上述した両種の産卵場所についての結果は，産卵期聞が一部重複する両種が，共存河川におい

て，産卵場所を河床形態によって分けあっている乙とを示唆する。 ζのような“産卵場所の分け合い"

は，類似した産卵習性をもっ両種の共存域における競争関係を緩和する作用をもっと推測されるが，

その機構については次のニつの場合が考えられる。それは，両種の産卵場所をめぐる直接的な競争関

係による場合と，産卵場所の選好性の違いによる場合とである211。現在のと ζろ， そのいずれが主要

な原因であるかについては必ずしも明確な結論を出し得ない。しかし，両種がほぼ等しい密度で棲息

する戸切地川下流域でも，またハナカジカ小卵型の個体数が極めて少なくほとんど全てカンキョウカ

ヲカで占められている大当別川下流域でも，カンキョウカヲカの産卵床が早瀬や岸寄りの浅瀬tとみら

れる乙とから判断すると，少なくともカンキョウカヲカには産卵場所に選好性が存在するとみなされ

る。さらに，ハナカヲカ小卵型については，単独域での産卵場所!r.関する調査はζれまで行われてい

ないが，成魚は単独域で下流域の主に平瀬に棲息していることから判断すると，その産卵場所は共存

域と同様に平瀬にあると予想、される。従って，両種聞にみられる産卵場所の分け合いは，主!r.場所の

選好性の違いによって生じた可能性が強く示唆される。

さらに， ζのような産卵場所の分け合いと共犯， カンキョウカヲカの河川内における生態的分布に

ついての結果は，本種とハナカジカノI、卵型が共存域の河川の下流域において“棲み分け"ている ζと
を示す。というのは，両種の成魚は下流域において， カンキョウカヲカは主に早瀬や岸寄りの浅瀬に

棲み，一方ハナカジカ小卵型は主に平瀬に棲息するからである。カンキョウカジカの食性11:関する結

果は，本種が底棲性の水生昆虫や一部小魚を捕食する中・大型肉食性であることを示している。そし

て，ハナカジカ小卵型も類似した食性を示すことが知られている 12】。従って，類似した食性をもっヵ

ヲカ属の2種が下流域において棲み分けていることになり， このような両種のミクロな棲息環境によ

る棲み分けは，生活資源をめぐる種聞の競争緩和に役立ち，同一河川での共存を可能にしている一つ

の機構になっていると考えられる。そして，両種の棲み分けの原因としては， 両種の棲み場所が共存

域でも単独域でも大きな変化がみられないととから，主!r.棲み場所選好性の違いが作用していると推

測される。なお，両種の棲み分けは，両種の湖上稚魚が下流域の上部11:分散・移動し，生活領域を拡

大する過程で生じる ζとが確められている22)。との乙とも， 両種の種間関係を考察する上で注目され

る現象である。今後，同所的2種カンキョウカヲカとハナカひカ小卵型の種間関係については，単独

分布域と共存域での個体発生過程を通した一層詳細な比較生態学的調査が必要である。
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要 約

1972年から 1979年の間，北海道南部の河川を中心11:，カンキョウカヲカ Cottushangiongensisの

産卵習性，生態的分布と食性，初期生活史並びに地理的分布について調査し，以下のζとが明らかに

なった。

1. カンキョウカジカは，北海道南部の河川では4月中旬から 5月中旬fL， 下流域の主に早瀬や岸

寄りの浅瀬で産卵する。雌一個体当りの体内熟卵数はおよそ 400-1700粒であり，熟卵の大きさは

1.9-2.2mmであった。

2. 受精卵は自然河川(水温6.00 -11. OOC)で30-32日間で癖出し，仔魚は勝出後流下して海11:

入る。約4週間海洋生活を経た後，稚魚は河口に湖上し，以後河川の下流域で底棲生活を送る。

3. 成魚は下流域の早瀬や岸寄りの浅瀬に多く棲み，主に双麹目，毛麹目，好勝目などの底棲性の

水生昆虫の幼生を，また一部小形魚類を摂食する。

4. 本種は北海道では日本海仮1)南部の河川，津軽海峡に面する河川に連続的に分布し，一部太平洋

側，根室海峡側及びオホ{ツク海側lの河川にも局所的に分布する。しかし，室蘭以東の太平洋側には，

まったく分布が認められなかった。

5. 以上の結果fL基づいて，カンキョウカ pカと同じ両側回瀞型の生活史をもち接触呉所的分布関

係にある同属のハナカヲカ小卵型との系統発生的関係及び種聞の生態的関係について論議した。
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